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表紙の説明 第 28 回静岡県すこやか長寿祭スポーツ・文化交流会が

４月 1 日の卓球を皮切りに各地で開催されました。

　４月２２日（土）には草薙総合運動場の体育館「このはなア
リーナ」にて、約９００人の方々に来場していただき総合開会
式が行われました。
　中でも会場を沸かせたのは、ラグビーのデモンストレーショ
ンで、あまり知られていないルールの解説をユーモア交えてし
ていただき、２年後に控えたワールドカップ観戦の予備知識が
できた気分になりました。

2017年7月

表紙撮影：望月敏秀さん
（静岡市広報 市民カメラマン）
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グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
「
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
で

き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
考
案
さ
れ
、
誕
生
当
時

は
体
育
指
導
員
の
人
た
ち
が
普
及
に

あ
た
り
、
全
国
に
ひ
ろ
め
て
い
き
ま

し
た
。中
で
も
開
発
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ

た
大
阪
教
育
大
学
の
島
崎
仁
先
生
の

功
績
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
57
年
に
鳥
取
県
東
伯
郡
泊
村

（
現
・
湯
梨
浜
町
）
で
誕
生
し
、
普

及
発
展
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、

審
判
員
が
い
な
い
自
己
審
判
の
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
が
他
の
ス
ポ
ー

ツ
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

ル
ー
ル
は
わ
ず
か
16
条
で
極
め
て
簡

単
な
内
容
で
す
。

　

平
成
３
年
に
島
田
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の
元
会
長
で
あ
る

木
戸
信
雄
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、

静
岡
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

を
設
立
し
、
県
体
育
協
会
に
加
盟
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
一
段
と
進
む
中
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
私
達
の
一
番
の
願
い

は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
暮
ら
す
こ

と
で
あ
り
、
年
齢
、
体
力
に
応
じ
た

運
動
が
大
切
で
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
高
齢
化

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
の
か

急
速
に
普
及
し
、
各
市
町
に
次
々
で

き
た
協
会
の
会
員
数
を
増
や
し
、
結

果
と
し
て
広
場
に
出
て
き
た
お
年
寄

り
の
健
康
増
進
に
寄
与
し
、
医
療
費

の
削
減
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
島
田
市
で
は
市
の
理

解
に
よ
り
大
井
川
の
清
流
と
緑
豊
か

な
牧
之
原
台
地
が
一
望
で
き
る
風
光

明
媚
な
大
井
川
の
河
川
敷
に
平
成
15

年
に
第
一
期
工
事
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
が
完
成
、
市
民
７
０
０
名

余
り
の
参
加
の
記
念
大
会
開
催
、
翌

平
成
16
年
に
は
第
二
期
工
事
を
終

え
、
全
面
完
成
し
、
完
成
大
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
県
大
会

の
主
会
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
会
員
の
高
齢

化
に
伴
う
会
員
数
の
減
少
と
現
役
を

退
い
た
若
い
方
に
加
入
依
頼
の
一
声

運
動
の
取
り
組
み
で
も
、
な
か
な
か

成
果
は
上
が
ら
ず
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
各
種
大
会
で
輝
い
て
い
る

プ
レ
ー
中
の
皆
さ
ん
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
プ

レ
ー
以
外
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
い
つ
ま
で
も
多
く

の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
理
念
で
あ
る

品
格
を
忘
れ
ず
に
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
、
人
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
の
な
い
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
若
さ
と
元

気
と
輝
き
を
演
出
す
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
、
ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
図
り
な

が
ら
単
に
高
齢
者
の
楽
し
み
と
し
て

で
は
な
く
「
家
族
ぐ
る
み
の
健
康
増

進
」
と
明
る
い
豊
か
な
地
域
づ
く
り

へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
、
普
及
指
導
に
地
道
な
努
力

を
し
て
お
り
ま
す
。

すこやか長寿 75 号3

仲間との親睦・交流を深め
心身の健康保持に心がけましょう！

杉
すぎうら

浦 繁
し げ お

雄  会長

静岡県島田市出身、昭和 11 年生まれ、静岡県立島田商業高校卒。
昭和 30 年 3月、高校卒業後、焼津郵便局に就職。その後、5局への赴任後、平成 2年
6月に岡部郵便局長を命じられ、平成 10 年 6月に退職するまで 43 年間奉職。
平成 17 年度から島田市グラウンド・ゴルフ協会会長。
平成 26 年度から静岡県グラウンド・ゴルフ協会会長。

公益財団法人 静岡県グラウンド・ゴルフ協会

プロフィール

憩いの広場
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ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
て
県
内
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
づ
く

り
、
参
加
選
手
間
の
交
流
促
進
を
目

的
と
し
た
「
第
28
回
静
岡
県
す
こ
や

か
長
寿
祭
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大

会
」（
４
月
１
日
～
６
月
10
日
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
開
会
式

　

晴
天
の
中
、
４
月
22
日
に
、
静
岡

県
草
薙
総
合
運
動
場
体
育
館
（
こ
の

は
な
ア
リ
ー
ナ
）
で
、
本
大
会
の
総

合
開
会
式
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

来
賓
、
選
手
、
役
員
、
競
技
関
係

者
ほ
か
約
９
０
０
人
の
方
々
の
参
加

の
下
、
各
種
目
に
出
場
す
る
役
員
や

選
手
の
入
場
行
進
が
始
ま
り
、
大
会

会
長
の
し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団
の

佐
古
伊
康
理
事
長
が
開
会
を
宣
言
し

ま
し
た
。

第
28
回
静
岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会

東源台小学生のプラカード先導で選手入場

吉林副知事あいさつ 佐古大会会長の開会宣言

選手宣誓するペタンクの
三枝勝美さんと鈴木清子さん

　

国
旗
、
県
旗
及
び
財
団
旗
の
掲
揚

後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
吉
林
章
仁

副
知
事
が
挨
拶
し
、
そ
の
後
、
来
賓

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

選
手
宣
誓
後
、
ラ
グ
ビ
ー
団
体
の

皆
さ
ん
に
よ
る
ラ
グ
ビ
ー
競
技
の
紹

介
、
梨
花
幼
稚
園
の
皆
さ
ん
に
よ
る

マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
、
静
岡
県
リ
ズ
ム

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
研
究
会
の
「
す
こ

や
か
エ
ブ
リ
デ
ー
」
体
操
が
開
会

式
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま

た
こ
の
大
会
は
、
今
年
９
月
に
開
催

さ
れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田

２
０
１
７
」
の
選
手
選
考
会
を
兼
ね

て
い
ま
す
。

特 報
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来賓の皆さまラグビー競技紹介

健康長寿体操 ｢すこやかエブリデー｣
による準備体操

梨花幼稚園によるマーチング演奏

競
技
の
様
子

　

今
年
の
大
会
は
、
４
月
１
日
の

卓
球
か
ら
６
月
10
日
の
テ
ニ
ス
ま

で
、
32
種
目
（
ラ
グ
ビ
ー
・
水
泳
・

俳
句
の
３
種
目
が
増
加
）
の
競
技

に
約
七
千
人
の
県
民
が
参
加
し
、

草
薙
総
合
運
動
場
を
は
じ
め
県
内

各
地
に
お
い
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

“ トライ目指して ” ラグビー“ 賭けない、飲まない、吸わない ” 健康マージャン

“ 金属製のブール（ボール）” を投げ合うペタンク
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競技名 区分（60歳以上のみ） 優勝者氏名・チーム名（敬称略）

卓球

男子シングルス

60～ 64歳 斉藤斉
65～ 69歳 大森健良
70～ 74歳 冨樫明弘
75～ 79歳 間渕武彦
80歳以上 坂本貞俊

女子シングルス

60～ 64歳 小山秀子
65～ 69歳 橋本ますみ
70～ 74歳 篠ケ谷八重子
75～ 79歳 谷野弘子
80～ 84歳 片山よし子
85歳以上 杉山直子

混合ダブルス

120～ 129歳 秋山雅彦・遠藤千恵子
130～ 139歳 清孝行・橋本ますみ
140～ 149歳 櫻井晴一郎・松村けい子
150～ 159歳 杉山泰敏・谷野弘子
160歳以上 増田有一郎・杉山直子

テニス

男子

Ａグループ 佐藤隆・岩橋隆・寺崎正
渡辺義広・佐野求・望月増夫

Ｂグループ 須見尚文・若林丈則・榊原稔
今西健・上野山博巳・石渡秀夫

Ｃグループ 梶山啓二・高成田豊・国ノ十善樹
植野正行・渡辺泰延・佐塚訓之

女子
Ｄグループ 鳥居千枝子・松村不二子

岡本計恵・吉野洋子
Ｅグループ 橋瓜美千代・鈴木結子・池田千津子

山本とも江・萩野富美子・増田いづみ

ソフトテニス

男子ダブルス 60歳以上 松本登志雄・石田秀明
女子ダブルス 60歳以上 村中裕紀子・長谷川三世子
混合ダブルス 男子 70歳以上・女子 60歳以上 石川延房・板垣あけみ

ダブルス 110歳以上 海野隆夫・石川実
130歳以上 佐々木文義・多田統善

三人制 60歳以上 山田久江・高塚恵子・増田宜夫
70歳以上 藤井重作・安部千佳子・菅沼富子

ソフトボール 静岡県の部 沼津片浜シニア
静岡市の部 清水九十九クラブシニア

ゲートボール 菊川ドラゴン

ペタンク ねんりんピック予選の部 原木チーム
交流の部 塚本Ｃチーム

ゴルフ 佐野正次

マラソン

3ｋｍ

男子 70歳未満 本田高一
男子 70歳以上 高橋昭
女子 70歳未満 室井咲子
女子 70歳以上 内田光子

5ｋｍ
男子 70歳未満 青野一也
男子 70歳以上 鈴木秀行
女子 70歳未満 松田玉貴

10ｋｍ
男子 70歳未満 山本　修
男子 70歳以上 増田昌康
女子 70歳未満 八木さちよ

弓道 1部 70歳まで 渡辺英雄
2部 71歳以上 山澤榮

剣道
60歳以上 65歳未満の部 塚本哲也
65歳以上 70歳未満の部 西森和男

70歳以上の部 松下秀夫

グラウンド・ゴルフ 赤 大瀧護
青 稲本章二

第２８回静岡県すこやか長寿祭スポーツ・文化交流大会 競技結果一覧（各競技の優勝者・チーム）
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競技名 区分（60歳以上のみ） 優勝者氏名・チーム名（敬称略）

なぎなた

演技競技

級位の部 内田弘子・袴田恵一
初弐段の部 鈴木京子・髙井亮二
参段の部 浅岡洋子・竹下智子
四段の部 横山澄枝・永井みつ江

試合　個人戦 50～ 64歳 山本緑
65歳以上 永井みつ江

試合　団体戦 Ｂチーム
ウォークラリー 富士山っちチーム

太極拳

個人

60～ 64歳 佐藤しずえ
65～ 69歳 増田洋子
70～ 74歳 福井宗夫
75～ 79歳 鈴木南海子
80～ 84歳 村瀬清子
85～ 89歳 内田良
90～ 94歳 関元三郎

集団７人以内の部 カズン
集団８人以上の部 九龍

ねんりんピック予選の部（県） チーム悠
ねんりんピック予選の部（静岡市） 白蓮

ソフトバレーボール レジェンド三島

サッカー Ａグループ 清水クラブＯＢ
Ｂグループ 中西部志太

ダンススポーツ

ワルツ 野田章・杉本陽子
タンゴ 上総満雄・伊奈和子

チャチャチャ 杉山典克・杉山美子
ルンバ 石川賀郎・小川保子

ボウリング
グランド部門 80歳以上 松下浩治
マスターＡ＆Ｂ
トータル部門

男子 60～ 79歳 筧勉
女子 60～ 79歳 上口なみ子

バウンドテニス

ラリー戦 牧之原ゴールドライズ

団体戦

Ａブロック 磐田向笠ツツジ
Ｂブロック 牧之原ゴールドライズ
Ｃブロック 伊豆の国韮山クラブ
Ｄブロック 磐田　ジョイ
Ｅブロック 磐田ＳＡＫＵＲＡ

軟式野球 伊豆フェニックス

ターゲット・バードゴルフ 男子の部 大長昭二
女子の部 山西純子

オリエンテーリング 長寿の部 谷野守右

パークゴルフ
男子の部 小畑敏
女子の部 白崎久子

スーパーシニアの部 石井和男

インディアカ 男女混合の部 Ａコート クラップススーパーＡ
Ｂコート クラップススーパーＢ

女子の部 北道原

水　泳 男子 25ｍ背泳ぎ・50ｍ自由形　80歳以上 大塚安孝
男子 25ｍ平泳ぎ　65歳～ 橋本誠

ラグビー ※順位付けなし
囲碁 選手権戦 江面雄次

将棋
Ａ級 粟野利夫
Ｂ級 佐野牧男
Ｃ級 高川實

健康マージャン 県の部 池田昭弘
静岡市の部 望月照代

オセロ 杉山暁美
かるた 第Ⅰ部 60歳以上の部 小島政代
俳　句 川﨑文代
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関係団体の皆様、参加者の皆様、本大会の開催に御協力をいただきありがとうございました。
来年の大会は平成３０年４～６月に開催予定です（募集は２月頃開始）。
ねんりんピック富山２０１８（平成３０年１１月開催）の選考会を兼ねて行います。
来年も多くの皆様の御参加をお待ちしております。

囲碁最高齢の矢田保久さん（101 歳、右）
（6 歳の小学生との特別対局が行われました）

グラウンド ･ ゴルフ最高齢の
赤堀加代子さん（95 歳）

テニス最高齢の
渡邉美江子さん（92 歳）

ペタンク最高齢の
西村正雄さん（95 歳）

サッカー最高齢の
児玉二郎さん（95 歳）　※写真中央

ゲートボール最高齢の
岡田茂さん（92 歳）

太極拳最高齢の
関元三郎さん（91 歳）

ボウリング最高齢の
宗野虎三さん（91 歳）

ゴルフ最高齢の
杉山良郎さん（90 歳）

長寿者もはつらつプレイ
（競技別の主な最高齢競技者（90 歳以上）を紹介します）



　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
条
件
次
第
で
熱

中
症
に
か
か
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
が
、
熱
中
症

は
正
し
い
予
防
法
を
知
り
、
普
段
か
ら
気
を
つ
け

る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熱
中
症
と
は
？

　

人
間
の
身
体
は
暑
く
な
る
と
、
汗
を
出
す
な
ど

体
温
の
調
節
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
高
温
の

環
境
に
長
く
い
る
と
、
こ
の
機
能
が
乱
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
る
と
、
体
内
に
熱
が
こ

も
っ
た
り
、
急
激
に
汗
を
か
く
こ
と
で
体
内
の
水

分
・
塩
分
が
奪
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
が
全
身

に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
け
い
れ
ん
・
め
ま
い
・
頭

痛
・
吐
き
気
な
ど
多
く
の
症
状
を
あ
ら
わ
す
の
が

熱
中
症
で
す
。

　

熱
中
症
と
い
え
ば
、
炎
天
下
に
長
時
間
い
た
、

真
夏
の
暑
い
な
か
運
動
を
し
て
い
た
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
を
想
像
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う

し
た
典
型
的
な
場
面
ば
か
り
で
な
く
、
例
え
ば
、

梅
雨
の
合
間
に
突
然
気
温
が
上
が
る
な
ど
、
体
が

暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
時
期
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
る
と
き
で

も
、
湿
度
が
高
い
と
き
は
、
体
か
ら
熱
が
逃
げ
に

く
く
熱
中
症
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
同
様
に
注

意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
を
予
防
し
て

　

元
気
に
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

救
急
搬
送
の
状
況

　

総
務
省
消
防
庁
の
資
料
で
は
、
平
成
28
年
の
５

月
か
ら
９
月
に
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
人

は
、
全
国
で
５
０
、４
１
２
人
で
し
た
。
う
ち
、

静
岡
県
に
お
け
る
搬
送
人
数
は
１
、２
３
８
人
で

し
た
。

　

高
齢
者
の
割
合
は
、
約
半
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は

　

熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
暑
さ
を
避
け
る

・
外
出
の
際
は
、
身
体
を
し
め
つ
け
な
い
涼
し
い

服
装
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
帽
子
や
日
傘

な
ど
日
よ
け
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
使
い
、
室
温
・

湿
度
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ま
め
な
水
分
補
給

・
暑
い
日
に
は
知
ら
ず
し
ら
ず
の
う
ち
に
汗
を
か

き
、
体
内
の
水
分
が
失
わ
れ
る
た
め
、
の
ど
が
乾

く
前
か
ら
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

○
暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
で
汗
を
か
く
習
慣

を
つ
け
る
こ
と
も
、
大
事
な
予
防
法
の
一
つ
。

日
頃
か
ら
暑
さ
に
身
体
を
慣
ら
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
や
十
分
な
睡
眠
を
と
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
人
は
特
に
注
意
！

　

乳
幼
児
は
、
体
温
調
節
機
能
が
未
熟
の
た
め
、

外
出
時
に
は
、
水
分
補
給
や
服
装
に
気
を
つ
け
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は
、
体
温
を
下
げ
る
た
め
の
体
の

反
応
が
弱
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
暑
さ
や
の
ど
の
渇

き
を
感
じ
に
く
く
な
り
、
自
覚
が
な
い
の
に
熱
中
症

に
な
る
危
険
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
寝
不
足
や
疲
れ
な
ど
で
体
調
が
悪

い
人
、
肥
満
の
人
、
二
日
酔
い
や
下
痢
な
ど
で
体

内
の
水
分
が
減
っ
て
い
る
と
き
な
ど
も
熱
中
症
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

熱
中
症
を
疑
う
症
状
が
あ
る
人
が
い
た
ら
、
涼

し
い
と
こ
ろ
に
移
動
さ
せ
、
体
を
冷
や
す
・
十
分

な
水
分
の
補
給
を
す
る
な
ど
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
意
識
が
な
い
な
ど
の
場
合
は
、
た
め
ら
わ

ず
に
救
急
車
を
呼
ぶ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
暑
い
夏
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
熱
中
症

を
知
っ
て
、
し
っ
か
り
予
防
し
、
楽
し
い
夏
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

静
岡
県　

健
康
増
進
課
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私
は
日
々
、
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン

タ
ー
で
皮
膚
が
ん
の
診
療
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
他
の
が
ん
治
療
を
お
受
け
に
な
っ
て
い

る
患
者
さ
ん
た
ち
の
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
や
が

ん
治
療
に
よ
る
皮
膚
の
副
作
用
に
つ
い
て
も

よ
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
健

や
か
な
皮
膚
で
い
つ
ま
で
も
快
適
に
過
ご
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
や
皮
膚
の
老
化
予

防
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
皮
膚
は
体
の
内
部
を
映
し
出
す
鏡

　

皮
膚
は
卵
の
殻
の
よ
う
に
外
界
か
ら
の
刺

激
（
熱
や
紫
外
線
）
や
ワ
ル
者
（
ば
い
菌
や

異
物
）
か
ら
体
内
を
守
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
「
皮
膚
は
体
の
内
部
を
映
し
出
す
鏡
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
内
部
の
健
全
さ
は
肌

の
色
つ
や
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
し
、
皮
膚

の
健
全
な
働
き
は
体
調
に
如
実
に
表
れ
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
医
師
は
患
者
さ
ん
の
皮
膚
の

状
態
か
ら
内
臓
の
病
気
の
診
断
を
し
た
り
、

病
気
の
治
療
の
効
果
を
確
認
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

◆
加
齢
に
よ
る
老
化
と
光
に
よ
る
老
化

　

私
た
ち
人
間
は
誰
で
も
年
を
取
り
、
皮
膚

も
そ
れ
な
り
に
老
化
し
て
い
き
ま
す
。
し
か

し
、
加
齢
に
よ
る
皮
膚
の
老
化
は
避
け
ら
れ

な
い
ま
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
予
防

で
皮
膚
の
ダ
メ
ー
ジ
を
和
ら
げ
、
光
に
よ
る

老
化
（
光
老
化
）
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま

す
。
そ
れ
を
ア
ン
チ
・
エ
ー
ジ
ン
グ
（
老
化

対
策
）
と
言
い
ま
す
。
ど
の
く
ら
い
の
違
い

が
あ
る
か
は
、
手
の
甲
と
太
も
も
の
皮
膚
を

見
比
べ
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
。
ど
ち
ら
も
加

齢
に
よ
る
老
化
の
変
化
は
起
こ
っ
て
い
ま
す

が
、
光
が
あ
た
る
こ
と
の
少
な
い
太
も
も
の

光
老
化
は
ほ
と
ん
ど
無
い
は
ず
で
す
。
つ
ま

り
加
齢
に
よ
る
老
化
は
皮
膚
が
薄
く
、
柔
ら

か
く
、
白
く
、
細
か
い
シ
ワ
に
な
り
ま
す
が
、

光
老
化
は
色
素
沈
着
で
く
す
ん
だ
、
ゴ
ワ
ゴ

ワ
・
カ
サ
カ
サ
し
た
、
硬
い
、
ぶ
厚
い
皮
膚

に
な
り
ま
す
。
シ
ワ
も
深
い
も
の
に
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
顔
や
手
の
甲
は
加
齢
に
よ
る

老
化
に
光
老
化
が
上
乗
せ
に
な
っ
た
状
態
で

す
。

◆
紫
外
線
の
功
罪

　

日
光
は
生
物
に
と
っ
て
生
き
て
い
く
た
め

に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
例
え

ば
ビ
タ
ミ
ン
D
生
合
成
な
ど
、
よ
い
面
も
あ

る
一
方
、
皮
膚
に
有
害
な
こ
と
（
日
光
皮
膚

炎
、
日
光
過
敏
症
、
免
疫
抑
制
、
皮
膚
が
ん

な
ど
）
を
も
も
た
ら
し
ま
す
。
と
く
に
わ
が

国
の
よ
う
な
超
高
齢
化
社
会
で
は
光
老
化
→

皮
膚
が
ん
急
増
、
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま

す
（
図
1
）。

健
や
か
な
皮
膚
で
若
々
し
く
生
き
よ
う

〜
光
老
化
に
ご
注
意
〜

静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー 

皮
膚
科
部
長

清き
よ
は
ら原 

祥よ
し
お夫 

さ
ん
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清原 祥夫 部長  プロフィール
昭和30年 徳島県で生まれる

昭和57年 埼玉医科大学卒業後、同大学皮膚科
（池田重雄教授）入局

昭和61年 国立がんセンター　皮膚科レジデント
（石原和之先生）

昭和63年 埼玉医科大学皮膚科（池田重雄教授）、助手
平成8年 同、講師（平成10年より土田哲也教授）
平成14年 静岡県立静岡がんセンター皮膚科、部長
平成15年～ 浜松医科大学皮膚科非常勤講師
平成16年～ 埼玉医科大学皮膚科非常勤講師
平成25年～ 鳥取大学皮膚科非常勤講師

健康はつらつゼミ



　

昔
は
、
小
麦
色
の
肌
が
健
康
的
イ
メ
ー
ジ

で
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
全
く
の

間
違
い
で
す
。
紫
外
線
に
よ
る
皮
膚
ダ
メ
ー

ジ
の
結
果
が
日
焼
け
で
す
。
日
焼
け
し
た
皮

膚
が
健
康
を
造
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
ビ
タ
ミ
ン
D
生
合
成
な
ど
の
体
に
と
っ

て
必
要
な
紫
外
線
量
は
思
い
の
ほ
か
少
な

く
、
日
常
生
活
で
自
然
に
浴
び
る
紫
外
線
量

で
十
分
な
の
で
す
。
必
要
以
上
に
紫
外
線
を

浴
び
る
こ
と
は
「
百
害
あ
っ
て
、
一
利
な

し
」
で
す
。
若
い
こ
ろ
の
無
謀
な
（
無
対
策

な
）
日
焼
け
は
、
皮
膚
の
色
つ
や
、
ハ
リ
と

弾
力
、
す
べ
す
べ
肌
が
損
な
わ
れ
、
老
化
を

早
め
ま
す
。
や
が
て
シ
ミ
、
シ
ワ
、
た
る
み
、

カ
サ
ツ
キ
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
皮
膚
が
ん
の
発
生
の
原
因
に
さ
え
な
り

ま
す
。

◆
皮
膚
の
究
極
の
ア
ン
チ
・
エ
ー
ジ
ン

　
グ
は
「
紫
外
線
対
策
」

　

そ
こ
で
皮
膚
の
紫
外
線
対
策
で
す
が
、
ア

ウ
ト
ド
ア
（
野
外
）
活
動
を
禁
止
し
よ
う

と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
害
な
紫

外
線
を
避
け
る
こ
と
で
皮
膚
の
ダ
メ
ー
ジ

は
防
げ
る
の
で
す
。
適
切
な
紫
外
線
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
Ｓ
Ｐ
Ｆ
（Sun 

Protection Factor

）
が
20
～
30
程
度
の
日

焼
け
止
め
を
3
～
4
時
間
毎
に
塗
っ
た
り
、

日
傘
や
つ
ば
の
大
き
な
帽
子
、
長
袖
の
上

着
、
長
い
手
袋
や
ソ
ッ
ク
ス
な
ど
で
遮
光
し

た
り
す
る
の
は
有
効
で
す
。
見
逃
し
や
す
い

の
は
耳
介
（
耳
の
ふ
ち
と
耳
た
ぶ
）
と
手
の

甲
、
女
性
の
場
合
の
下
腿
～
足
背
（
す
ね

～
足
の
甲
）
で
す
。
こ
れ
ら
も
忘
れ
ず
に

し
っ
か
り
ブ
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
山
や

高
原
で
は
空
気
の
層
が
薄
く
、
澄
ん
で
い

る
の
で
平
地
よ
り
も
紫
外
線
が
強
い
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
海
や
ス
キ
ー
場
で
は

照
り
返
し
に
も
要
注
意
で
す
。
マ
ス
ク
や

ス
カ
ー
フ
で
カ
バ
ー
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
の
こ
と
で
す

が
、
長
年
の
蓄
積
に
よ
り
色
素
沈
着
を
軽
減

し
、
皮
膚
の
弾
力
性
や
キ
メ
の
細
か
さ
を
保

つ
（
コ
ラ
ー
ゲ
ン
繊
維
の
保
護
）
効
果
を
期

待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
紫
外
線
の
皮
膚

障
害
に
よ
る
疾
患
（
老
人
性
色し

き
そ
は
ん

素
斑 

［
老
人

斑は
ん

（
シ
ミ
）］、
脂し
ろ
う
せ
い
か
く
か
し
ょ
う

漏
性
角
化
症 

［
老
人
性
い

ぼ
］、
日に

っ
こ
う
か
く
か
し
ょ
う

光
角
化
症
、
皮
膚
が
ん
な
ど
）
の

予
防
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
れ
な
こ
と
で

す
が
、
最
も
危
険
な
皮
膚
が
ん
の
ひ
と
つ

で
あ
る
悪あ

く
せ
い
こ
く
し
ょ
く
し
ゅ

性
黒
色
腫
（
メ
ラ
ノ
ー
マ
）
の

悪あ
く
せ
い
こ
く
し
が
た
こ
く
し
ょ
く
し
ゅ

性
黒
子
型
黒
色
腫
（
Ｌ
Ｍ
Ｍ
）
は
紫
外
線

に
よ
る
発
が
ん
の
代
表
的
な
例
で
す
。

◆
一
日
の
終
わ
り
は
保
湿

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、紫
外
線
対
策
は「
今

さ
ら
」
と
言
わ
ず
に
「
直
ぐ
に
」
実
行
し
て

く
だ
さ
い
。
明
日
か
ら
と
言
わ
ず
今
日
か
ら

で
す
。
き
っ
と
そ
の
差
が
実
感
で
き
る
は
ず

で
す
。
効
果
目
標
は
二
の
腕
の
内
側
や
お
な

か
の
皮
膚
で
す
。
ご
自
分
の
皮
膚
で
す
か

ら
、
必
ず
や
そ
の
く
ら
い
の
す
べ
す
べ
肌
に

は
な
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
日
中
の
紫
外

線
対
策
の
の
ち
、
一
日
の
終
わ
り
に
は
必
ず

皮
膚
の
「
う
る
お
い
対
策
」
と
し
て
入
浴
後

の
保
湿
効
果
の
あ
る
ス
キ
ン
ク
リ
ー
ム
や
ス

キ
ン
ロ
ー
シ
ョ
ン
を
お
勧
め
し
ま
す
。
カ
サ

カ
サ
皮
膚
の
予
防
は
老
人
皮
膚
の
予
防
に
も

な
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
健
や
か
な
皮
膚
で

若
々
し
く
生
き
ま
し
ょ
う
！

すこやか長寿 75 号11

健康はつらつゼミ



　

第
二
十
回
す
こ
や
か
長
寿
美

術
展
の
写
真
部
門
で
県
知
事

賞
を
受
賞
し
た
勝
呂
武
さ
ん

（
七
十
九
才
）
に
お
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
富
士
山
の
写
真
は

十
回
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に
通
っ
て

撮
影
、
現
場
で
朝
日
を
迎
え
る

事
は
ご
く
普
通
で
あ
る
と
の
こ

と
。
実
は
水
彩
画
の
た
め
に
写

真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
水
彩

画
は
十
年
、
す
こ
や
か
長
寿
祭

に
出
展
し
続
け
、
今
回
初
め
て

写
真
の
部
に
も
出
展
し
て
受
賞

し
ま
し
た
。

　

写
真
を
始
め
た
の
は
、
奥
様

を
亡
く
し
た
後
、
家
に
閉
じ
こ

も
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、

伊
豆
の
国
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
に
入

会
。
講
師
に
「
こ
れ
は
写
真
で

は
な
い
ね
」
と
言
わ
れ
た
の
が

切
掛
け
だ
そ
う
で
す
。

　

絵
の
題
材
と
し
て
、
写
真
を

撮
影
し
て
い
た
の
で
す
か
ら
仕

方
有
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

の
言
葉
が
逆
に
『
何
事
に
も
一

生
懸
命
や
ら
な
け
れ
ば
面
白
く

な
い
』
が
信
条
の
勝
呂
さ
ん
の

や
る
気
に
火
が
つ
き
ま
し
た
。

　

自
然
と
の
闘
い
で
あ
る
、
簡

単
に
気
に
い
っ
た
写
真
は
撮
ら

せ
て
く
れ
な
い
。
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

に
何
回
も
通
い
、
や
っ
と
自
分
が

気
に
い
っ
た
写
真
を
撮
影
し
た

時
、
心
の
高
揚
感
は
忘
れ
ら
れ

な
い
。
受
賞
写
真
も
そ
の
一
枚
で

あ
る
と
明
る
く
話
し
ま
す
。

　

印
象
に
残
っ
て
い
る
事
は
、

ふ
る
さ
と
で
あ
る
柿
田
川
か

ら
の
富
士
山
の
写
真
撮
影
で
あ

る
。
長
靴
を
履
い
て
、
長
い
間

冷
た
い
水
の
中
に
入
り
、
冷
え

切
っ
た
体
で
撮
影
し
た
一
枚
の

写
真
だ
と
話
し
ま
す
。

　

風
景
写
真
は
自
然
と
の
組
み

合
わ
せ
で
忍
耐
強
く
待
ち
、
こ

れ
だ
と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
。
一
枚
一

枚
に
自
分
の
思
い
入
れ
が
あ

る
。
自
分
し
か
取
れ
な
い
瞬
間

を
感
じ
て
撮
影
し
た
時
が
自
分

を
満
足
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

勝
呂
さ
ん
の
予
定
表
は
日
々

埋
ま
っ
て
い
る
。
天
気
が
良
い
日

は
写
真
撮
影
に
出
か
け
、
月
に

五
回
歴
史
ガ
イ
ド
を
務
め
、
週

二
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
や

り
、
輪
投
げ
も
や
る
、
暑
い
夏
は

家
で
水
彩
画
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

退
職
し
た
後
に
始
め
た
歴
史

ガ
イ
ド
は
韮
山
反
射
炉
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
も
有

り
、
観
光
客
が
増
え
一
日
中
忙
し

い
。
そ
れ
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
勝
呂
さ
ん
は
観
光
客
に
興
味

を
持
た
せ
る
為
、
質
問
を
し
て
、

対
話
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。

傍
で
話
を
聞
い
て
い
る
と
実
に

面
白
い
。
観
光
客
も
き
っ
と
良

い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
人
と
の
交
流
を
楽
し

ん
で
い
る
様
に
思
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
輪

投
げ
と
、
人
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
忙
し
い
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。

（
東
部
・
田
方
地
区
生
き
が
い
特
派
員　

加
藤
孝
）

すこやか長寿 75 号 12

（
伊
豆
の
国
市
）

第 20 回静岡県すこやか長寿祭美術展
県知事賞受賞者インタビュー

写
真
の
為
の

  　

写
真
で
受
賞
！ 

勝す

ぐ

ろ呂 

武
た
け
し 

さ
ん

写真を題材に
した水彩画

韮山反射炉にてガイド中の勝呂さん
当財団「はつらつネットふじのくに」
の会員として事業にも参加しています

地域密着情報　特派員だより①



　

第
17
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大

会
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
さ
れ

た
鈴
木
さ
ん
の
作
品
に
は
、
教

員
と
し
て
永
年
見
て
き
た
子
供

た
ち
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
、

深
い
思
い
や
願
い
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

寂
し
さ
や
不
安
を
抱
え
な
が

ら
も
忙
し
く
働
く
親
を
気
遣

い
、
我
慢
す
る
子
供
の
姿
に
心

を
痛
め
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で

何
度
と
な
く
あ
っ
た
と
か
。
本

来
で
あ
れ
ば
親
子
で
過
ご
す
時

間
の
充
実
が
一
番
で
す
が
、
そ

う
し
た
時
間
が
な
か
な
か
取
れ

ず
に
働
く
親
世
代
の
助
け
（
フ

ォ
ロ
ワ
ー
）
と
し
て
、
熟
年
世

代
が
子
供
達
に
優
し
い
言
葉

か
け
を
た
く
さ
ん
し
て
欲
し

い
。
言
葉
の
愛
情
シ
ャ
ワ
ー
を

い
っ
ぱ
い
に
浴
び
た
子
は
、
将

来
凶
悪
犯
罪
な
ど
起
こ
す
こ
と

は
な
い
と
思
う
か
ら
、
と
呼
び

か
け
ま
す
。
ま
た
子
供
は
大
人

と
の
会
話
の
中
か
ら
悩
み
を
解

決
す
る
ヒ
ン
ト
を
学
ん
で
い
く

も
の
な
の
に
、
近
年
の
家
庭
内

で
の
日
常
会
話
の
減
少
が
様
々

な
問
題
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で

は
・
・
と
も
投
げ
か
け
ま
す
。

　

最
近
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い

と
、
子
供
達
と
の
関
わ
り
に
消

極
的
な
熟
年
世
代
に
向
け
て

も
、「
不
易
と
流
行
」
の
言
葉

通
り
、
昔
と
変
わ
っ
た
事
も
多

い
が
「
命
を
大
切
に
、
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
て
生
き
る
」
と

い
う
人
間
教
育
は
不
変
の
は

ず
。
長
く
生
き
た
分
得
て
き
た

知
恵
と
い
う
財
産
を
活
か
し
、

自
信
を
持
っ
て
子
供
た
ち
に
関

わ
っ
て
欲
し
い
、と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
に
ゆ
と
り
の
な
い

中
で
大
人
が
子
供
に
放
つ
「
短

く
て
マ
イ
ナ
ス
な
言
葉
」
は
、

子
供
を
自
信
喪
失
に
追
い
込

み
、
そ
の
せ
い
で
素
晴
ら
し
い

才
能
を
持
っ
て
い
る
の
に
気
付

か
な
い
ま
ま
青
年
期
に
な
っ
て

し
ま
う
、
と
残
念
が
り
ま
す
。

だ
か
ら
現
在
も
非
常
勤
講
師
と

し
て
高
校
生
と
接
す
る
中
、
い

か
に
マ
イ
ナ
ス
言
葉
で
な
く
プ

ラ
ス
言
葉
で
話
せ
る
か
・
・
愛

猫
相
手
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し

な
が
ら
、
毎
朝
言
葉
選
び
の
練

習
を
し
て
い
る
、
と
語
る
笑
顔

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

枯
れ
木
状
態
の
庭
の
老
木
に

新
芽
を
見
つ
け
、
自
分
も
ま
だ

や
れ
る
！
と
元
気
が
湧
い
て
き

た
と
い
う
鈴
木
さ
ん
。『
ゆ
と

り
の
時
間
が
増
え
た
か
ら
こ
そ
、

人
生
の
仕
上
げ
期
に
入
っ
た
熟

年
世
代
が
、「
誰
に
も
気
づ
か
れ

る
こ
と
な
く
桃
を
実
ら
せ
る
為

に
吹
く
そ
よ
風
の
よ
う
に
」
次

世
代
を
担
う
若
い
人
達
に
た
く

さ
ん
の
優
し
い
言
葉
を
掛
け
、

子
供
か
ら
老
人
ま
で
日
常
会
話

溢
れ
る
住
み
易
い
地
域
を
作
り

た
い
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、

共
感
す
る
人
達
は
き
っ
と
実
践

し
て
下
さ
る
、
と
思
い
ま
し
た
。

（
志
太
・
榛
北
地
区
生
き
が
い
特
派
員　

増
田
昌
江
）

すこやか長寿 75 号13

（
島
田
市
）

鈴す

ず

き木 

しし

め

こ

め
子 

さ
ん

日
常
会
話
で
熟
年
世
代
が

地
域
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に 

！

静岡県すこやか長寿祭第 17 回熟年メッセージ大会
グランプリ受賞者インタビュー

毎朝順番にブラッシング

遠足で生徒がくれた髪飾りを頭に

地域密着情報　特派員だより②



　

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

「
す
こ
や
か
長
寿
祭
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
交
流
大
会
」
の
マ
ラ
ソ
ン

が
４
月
22
日
、
県
営
草
薙
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
キ
ロ
部
門
に
出
場
し
た
参

加
者
最
高
齢
89
歳
の
近
藤
昭
さ

ん
は
51
分
21
秒
で
完
走
し
ま
し

た
。

　

幼
少
期
か
ら
走
る
こ
と
が
好

き
で
、
40
歳
か
ら
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
挑
戦
し
て
75
歳
ま
で
マ
ラ

ソ
ン
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
毎

日
朝
５
時
か
ら
６
時
半
ま
で
、

８
キ
ロ
か
ら
10
キ
ロ
を
日
課
と

し
て
走
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
の
一
番
の
思
い
出

は
、
45
歳
の
頃
に
出
場
し
た
ハ

ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を

３
時
間
40
分
で
走
っ
た
こ
と
で
、

30
キ
ロ
地
点
で
日
本
人
の
子
ど

も
が
途
中
に
立
ち
止
ま
っ
て
い

た
の
で
、
走
ろ
う
と
言
っ
て
並

走
し
て
完
走
し
た
こ
と
で
す
。

　

国
内
の
全
国
北
海
道
か
ら
九

州
の
大
会
に
出
場
し
て
き
ま
し

た
。

　

７
年
前
京
都
府
の
天
橋
立
で

行
わ
れ
た
全
国
健
称
マ
ラ
ソ
ン

「
５
キ
ロ
」
の
80
歳
以
上
の
部

で
は
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

仕
事
は
漁
師
と
し
て
自
宅
前

の
海
で
手
漕
ぎ
和
船
に
乗
り
漁

師
仲
間
と
地
引
網
を
80
歳
ま
で

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
農
作
業

に
も
従
事
し
玉
ネ
ギ
・
ス
イ

カ
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
落
花
生
の

栽
培
を
今
で
も
現
役
で
し
て
い

ま
す
。

　

食
事
の
支
度
は
自
分
で
準
備

し
て
お
り
、
農
作
業
の
合
間
に

30
分
か
け
て
自
転
車
で
買
い
出

し
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
献
立

を
考
え
る
こ
と
が
好
き
で
奥
さ

ん
の
分
も
仕
度
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
か
ら
だ
は
健
康
で
、

服
用
し
て
い
る
薬
も
な
く
、
怪

我
と
健
康
に
は
留
意
を
し
て
お

り
酒
は
若
い
頃
か
ら
た
し
な
ま

ず
、
蜂
蜜
と
牛
乳
は
良
く
摂
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

昼
食
後
の
１
時
か
ら
２
時
の

昼
寝
以
外
は
じ
っ
と
し
て
い
る

こ
と
が
嫌
い
で
、
農
作
業
で
常

に
か
ら
だ
を
動
か
し
て
い
る
こ

と
が
健
康
の
源
で
、
日
中
は
テ

レ
ビ
を
見
な
い
と
の
こ
と
で

す
。

　

自
宅
前
の
海
の
波
の
音
で
天

候
も
察
知
で
き
、
波
の
音
が
時

に
は
、
子
守
歌
の
様
に
聞
こ
え

る
そ
う
で
ま
わ
り
の
自
然
環
境

に
も
恵
ま
れ
、
自
ら
体
を
動
か

し
て
健
康
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
体
の
続
く
限
り
人

と
競
わ
ず
、
無
理
を
し
な
い
こ

と
が
継
続
の
秘
訣
で
、
走
る
こ

と
が
自
分
の
健
康
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
」
だ
と
顔
色
の
良
い
笑
顔

が
印
象
的
で
し
た
。

（
磐
田
・
周
智
地
区
生
き
が
い
特
派
員　

長
谷
川
久
彰
）

すこやか長寿 75 号 14

地域密着情報　特派員だより③

第28回静岡県すこやか長寿祭スポーツ・文化交流大会
マラソン 5 ｋｍ部門 最高齢者インタビュー

走
る
こ
と
が
健
康
の

　
　
　

バ
ロ
メ
ー
タ
ー 

近こ
ん
ど
う藤 

昭
あ
き
ら 

さ
ん

見事５km を完走しゴールする近藤さん

（
袋
井
市
）

自宅前で優勝の盾をご披露



 　

静
岡
県
で
は
、
定
年
退
職
や
子
ど

も
の
独
立
な
ど
に
よ
り
、
社
会
と
の
関

わ
り
が
少
な
く
な
る
世
代
の
方
を
対
象

に
、
静
岡
県
が
推
奨
す
る
「
健
康
長
寿

の
３
要
素
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
社
会

参
加
」
を
促
進
す
る
た
め
の
「
ふ
じ
の

く
に
壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
昨
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
壮
年
熟
期
」
と
は
、
平
成
27
年
度

に
静
岡
県
が
提
唱
し
た
「
ふ
じ
の
く
に

型
人
生
区
分
」
の
年
齢
区
分
の
ひ
と

つ
で
、
66
歳
か
ら
76
歳
ま
で
を
指
し
ま

す
。

　

静
岡
県
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
健

康
長
寿
県
で
あ
り
、
年
齢
を
重
ね

て
も
お
元
気
な
方
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
は
高
齢

者
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
の
年
齢

の
方
々
を
、
活
躍
盛
り
の
「
壮
年

熟
期
」
と
呼
び
、
高
齢
者
と
し
て

支
え
ら
れ
る
側
で
は
な
く
、
社
会

を
支
え
る
側
と
し
て
活
躍
す
る
世

代
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
壮
年
熟
期
の

方
々
が
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
や
経
験

を
活
か
し
、
社
会
で
元
気
に
活
躍
す
る

こ
と
を
応
援
す
る
た
め
の
事
業
が
「
ふ

じ
の
く
に
壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
つ
の
目

的
を
持
っ
て
社
会
参
加
の
促
進
を
し
て

い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
社
会
参
加
に
よ

る
個
人
の
介
護
予
防
で
す
。
ふ
た
つ
目

は
、
地
域
や
社
会
の
支
え
手
と
し
て
社

会
参
加
す
る
方
の
増
加
で
す
。

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
例
え
ば
、

高
い
と
こ
ろ
の
電
球
交
換
や
お
風
呂

掃
除
、
布
団
カ
バ
ー
の
洗
濯
な
ど
、
日

常
生
活
に
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
で
は
、
自
治
会
や
お
祭

会
、社
会
奉
仕
活
動
な
ど
の
「
担
い
手
」

の
確
保
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ

も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
元
気
で
体
力
も
あ
る
「
壮

年
熟
期
」
世
代
の
方
々
が
、
こ
れ
ら
の

担
い
手
と
し
て
社
会
参
加
を
す
る
こ
と

で
、
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
や
活
気

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
り
ま
す
。

　
「
ふ
じ
の
く
に
壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
今
年
度
４
箇
所
で

社
会
参
加
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
「
社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ア
で
は
、
講
演
会
の
ほ
か
、
様
々

な
形
で
社
会
参
加
し
て
い
る
方
々
の
活

動
発
表
や
多
様
な
社
会
参
加
の
場
の
紹

介
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お

近
く
の
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

静
岡
県
長
寿
政
策
課

すこやか長寿 75 号15

ふじのくに壮年熟期活躍プロジェクト

社
会
参
加
で
地
域
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り

ふ
じ
の
く
に
壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

静岡市 島田市 藤枝市 湖西市
日　時 10 月 21 日（土） 10 月 8 日（日） ９月７日（木） ７月 22 日（土）
会　場 市民文化会館 プラザおおるり 生涯学習センター 新居地域センター
対　象 概ね 60 歳以上の方（各会場 300 ～ 400 人）

※内容、お申し込み方法等の詳細は、「ふじのくに壮年熟期活躍プロジェクト」
　ホームページで順次お知らせします。
■ホームページアドレス　http://www.soukatsu-pjt.com/



　

暖
か
な
気
持
ち
の
い
い
青
空
の

下
、
伊
豆
の
南
端
下
田
に
向
か
い
ま

し
た
。
ま
ず
は
知
る
人
ぞ
知
る
龍
宮

窟
へ
。
足
元
が
悪
か
っ
た
で
す
が
、

秘
境
探
検
の
気
分
。「
ハ
ー
ト
型
に

見
え
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
だ
ー
？
」
と

会
員
さ
ん
。
洞
窟
の
上
に
登
る
と
見

え
ま
し
た
、
ハ
ー
ト
が
。

　

そ
の
後
、
海
岸
か
ら
山
里
の
蓮
台

寺
湯
の
華
小
路
へ
。
蓮
台
寺
公
会
堂

で
昼
食
の
お
も
て
な
し
を
受
け
、
お

腹
も
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

散
策
の
開
始
で
す
。
天
神
神
社
へ
は

心
臓
破
り
の
急
階
段
。
ほ
と
ん
ど
の

方
は
す
い
す
い
と
登
り
切
り
、
そ
の

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
桜
が
22
年
ぶ

り
の
開
花
遅
れ
と
な
り
、
蕾
の
中
の

瀬
戸
川
～
蓮
華
寺
池
散
策
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
会
員
さ
ん
か
ら
は

文
句
ひ
と
つ
も
出
ず
に
、
一
輪
の
咲

い
た
桜
に
皆
さ
ん
歓
声
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。　

　

田
中
城
跡
下
屋
敷
で
は
、
日
頃
よ

り
下
屋
敷
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

を
引
き
受
け
て
い
る
運
営
ス
タ
ッ
フ

の
一
杉
さ
ん
が
、
軽
妙
酒
脱
な
語
り

口
で
城
の
歴
史
や
特
徴
、
歴
代
の
殿

様
や
家
康
公
に
ま
つ
わ
る
こ
と
な
ど

パ
ワ
ー
に
驚
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

国
指
定
有
形
重
要
文
化
財
の
「
大
日

如
来
坐
像
」
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ラ
ッ
キ
ー
！

　

し
だ
れ
桃
の
里
（
鈴
木
邸
）
に
は

多
く
の
色
と
り
ど
り
の
花
木
が
植
え

ら
れ
、
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
蓮
台
寺
地
区
、
会
長
の
大
川

様
、
区
長
の
坂
倉
様
は
じ
め
、
皆
様

の
お
も
て
な
し
を
受
け
、
二
度
お
い

し
い
気
分
を
味
わ
っ
た
よ
う
で
し

た
。
自
然
あ
り
、
歴
史
あ
り
で
大
満

足
で
し
た
。
あ
っ
、
牛
乳
せ
ん
べ
い

お
い
し
か
っ
た
で
す
ね
！

を
解
り
易
く
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
し

た
。

　

田
中
城
祈
願
寺
「
大
慶
寺
」
の
樹

齢
７
５
０
余
年
の
黒
松
「
久
遠
の

松
」
は
、松
と
し
て
は
最
高
の
年
齢
、

全
国
ま
れ
に
み
る
大
木
で
天
然
記
念

物
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
本
当
に

見
事
で
し
た
ね
。
私
達
も
あ
や
か
り

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
今
回
の
企
画
・
運
営
は
一
杉
・
増

田
・
柴
田
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
）

すこやか長寿 75 号 16

４
月
１
日（
土
）

３
月
28
日（
火
）、30
日（
木
）

財団会員事業レポート

ハート型に見えますか？
撮影：森嶋勝美さん

満開の様子を想像しながら
撮影：勝呂武さん

花木に囲まれ癒され中
撮影：森嶋勝美さん

田中城跡下屋敷にてガイドする一杉さん

田
中
城
跡
下
屋
敷
〜
蓮
華
寺
池
〜

瀬
戸
川
桜
ト
ン
ネ
ル
散
策

龍
宮
窟
と
し
だ
れ
桃
咲
く
蓮
台
寺

湯
の
華
小
路
散
策



　

東
部
地
区
（
静
岡
県
総
合
健
康
セ

ン
タ
ー
）、
西
部
地
区
（
静
岡
産
業
大

学
磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）、中
部
地
区（
静

岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
）
の
３
ヶ

所
で
、
同
好
会
の
皆
さ
ん
に
御
協
力

を
い
た
だ
き
、
手
作
り
「
会
員
の
つ

ど
い
」
が
無
事
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

静
岡
県
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の

皆
さ
ん
に
よ
る
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
競

技
と
、
会
員
同
好
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
、
太
極
柔
力
球
、

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
の
紹
介
と
体
験
。

総
勢
88
名
と
多
く
の
方
に
御
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
社
交
ダ
ン
ス
、
出
来
る
か
な
？
」

　

日
本
の
都
市
公
園
１
０
０
選
で
あ

る
姫
の
沢
公
園
の
ツ
ツ
ジ
園
で
は
、

「
ヒ
メ
ノ
サ
ワ
」
の
花
文
字
が
、
皆

さ
ん
を
出
迎
え
く
れ
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
ツ
ツ
ジ
や
し
ゃ
く
な
げ
を
愛

で
な
が
ら
、
散
策
を
し
ま
し
た
。

　

成
川
美
術
館
の
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら

は
、
生
憎
の
曇
り
の
天
気
の
中
、
う
っ

す
ら
と
富
士
山
が
顔
を
出
し
、
芦
ノ

湖
の
大
パ
ノ
ラ
マ
も
見
渡
せ
ま
し
た
。

館
内
は
巨
匠
・
平
山
郁
夫
の
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
作
品
の

中
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
壮
大
な
ロ
マ

ン
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

と
心
配
し
て
い
た
方
も
、
最
後
に
は

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ま
れ
、
ユ
ニ

カ
ー
ル
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
、「
力
の

入
れ
具
合
、
勝
負
の
駆
け
引
き
が
難

し
い
な
！
」、
太
極
柔
力
球
「
ラ
ケ
ッ

ト
に
ボ
ー
ル
が
つ
い
た
ま
ま
・
・
、

簡
単
そ
う
に
見
え
て
、
意
外
と
難
し

い
。」
ど
れ
も
こ
れ
も
、
観
る
と
や
る

と
で
は
大
違
い
の
よ
う
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
「
楽
し
か
っ
た
。」
の
一
言
。

　

健
康
度
測
定
で
は
、
筋
肉
量
、
体

脂
肪
量
、
末
梢
血
管
の
血
流
な
ど
を

測
り
、
測
定
結
果
を
元
に
静
岡
産
業

大
学
准
教
授
の
館
先
生
の
助
言
を
受

け
ま
し
た
。

　

最
後
に
向
か
っ
た
山
中
城
跡
。
山

城
ブ
ー
ム
と
あ
っ
て
、
大
勢
の
方
が

坂
の
多
い
コ
ー
ス
を
一
周
さ
れ
ま
し

た
。
中
で
も
用
水
路
を
兼
ね
た
「
障

子
堀
」
に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
、「
今
日
は
よ

く
歩
い
た
か
ら
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る

ね
」と
い
う
会
話
を
耳
に
し
ま
し
た
。

新
緑
と
た
く
さ
ん
の
ツ
ツ
ジ
た
ち
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
、
目
に
も
心
に

も
や
さ
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
今
回
の
企
画
・
運
営
は
新
井
・
森

嶋
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
）

すこやか長寿 75 号17

４
月
28
日（
金
）、５
月
12
日（
金
）、24
日（
水
）

５
月
９
日(

火)
財団会員事業レポート

東部会場：太極柔力球

姫の沢公園を散策中
撮影：森嶋勝美さん

西部会場：ダンススポーツ

山中城跡にて新井スタッフの説明

中部会場：美男美女全員集合！

会
員
の
つ
ど
い

ツ
ツ
ジ
咲
く
姫
の
沢
公
園
・
山
中
城
跡

散
策
と
箱
根
・
成
川
美
術
館



すこやか長寿 75 号 18

　

高
齢
者
の
文
化
活
動
の
促
進
と
ふ
れ
あ

い
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
、
高
齢

者
の
創
作
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山
２
０
１
８
」

の
選
考
会
も
兼
ね
ま
す
。

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
で
昭
和
34
年
4

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の

方●
募
集
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
写
真
の
6
部
門

●
応
募
方
法　

出
品
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出

●
応
募
期
限　

平
成
29
年
10
月
31
日

（
火
）
当
日
消
印
有
効

●
出
品
料　

二
千
円　

●
展
示　

平
成
30
年
1
月
19
日
（
金
）
～

28
日
（
日
）
申
込
の
全
作
品
を
静
岡
県
立

美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
（
注
・

展
示
作
品
の
入
れ
替
え
あ
り
）

●
表
彰　

平
成
30
年
1
月
20
日
（
土
）
に
、

静
岡
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催
す
る
「
す

こ
や
か
長
寿
祭
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
て
優

秀
作
品
に
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
授
与

人
生
を
彩
っ
て
き
た
様
々
な
感
動
や
喜

び
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
輝
か
せ
る
目
標

や
生
き
が
い
な
ど
。
言
葉
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
で
、
ご
自
身
を

熟
年
と
思
う
方
、
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も

可
能

●
募
集
テ
ー
マ　

特
に
定
め
な
し

●
応
募
形
式　

文
章
（
二
千
文
字
以
内
、

原
稿
用
紙
20
×
20
）
映
像
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
10

分
以
内
）
音
声
（
Ｃ
Ｄ
で
10
分
以
内
）

●
審
査　

一
次
審
査
（
書
面
）
を
通
過
し

た
応
募
者
に
二
次
審
査
と
し
て
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
実
施

●
表
彰　

平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）
に
、

静
岡
県
立
美
術
館
講
堂
（
静
岡
市
）
で
開

催
す
る
「
す
こ
や
か
長
寿
祭
ふ
れ
あ
い
広

場
」
に
て
表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
授

与
、
作
品
発
表
あ
り

●
応
募
期
限　

平
成
29
年
９
月
30
日

（
土
）
当
日
消
印
有
効

●
そ
の
他　

応
募
の
際
に
題
名
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記

し
た
用
紙
を
添
付

第
18
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会

作
品
募
集

財団だより 公益財団法人しずおか健康長寿財団

第
21
回
す
こ
や
か
長
寿
祭

美
術
展
作
品
募
集

　入会する際は、地域の単位クラブに直接申込んでください。もよりのクラブがわから
ないときは、お住まいの市・町シニアクラブ連合会（市町老人クラブ連合会）事務局ま
たは、シニアクラブ静岡県（静岡県老人クラブ連合会）にお問い合わせ下さい。

安全・安心・美しい街を
次世代につなげる活動

あなたの参加で
楽しいクラブづくり

高齢者が相互に
支え合う友愛活動 生活と地域を豊かにする

楽しいクラブ活動

健康✿友愛✿奉仕
子育て支援、

次世代教育への参加

はつらつとした
クラブづくり

心とからだの
健康づくり

地 域 の 絆 を 深 め よ う

〒 420-0856 静岡市葵区駿府町１番 70 号

Tel 054-253-4221　Fax 054-253-4222
ホームページ http://www.sukoyaka.or.jp（財団）

http://www.kenkouikigai.jp（生きがい・仲間づくり情報）
電子メール ikigai@sukoyaka.or.jp

応募お待ちしてま〜す

シニアクラブ静岡県（静岡県老人クラブ連合会）
電話054‐254‐5225　FAX 054‐254‐6510
HP：http://www.senior-club-shizuokaken.jp

入会
方法
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60 歳を過ぎたら、シルバー人材センターで働いて
みませんか？
各市町シルバー人材センターにて技能講習実施中

《事例》

＜問合せ先＞

公益社団法人 静岡県シルバー人材センター連合会　　http://shizuoka-ksjc.ne.jp

静岡県静岡市葵区黒金町 5 番地の 1　静岡県勤労者総合会館 4 階　TEL 054-254-7240

　シルバー人材センターが高齢者に人手不足分野等で就業する機会を円滑に提供できるよう

にするために、静岡県シルバー人材センター連合会が静岡労働局から受託して高齢者に人手

不足分野等での就業に必要な能力を習得していただけるように技能講習等も実施しています。

★技能講習対象者

１ 静岡県内在住者でシルバー人材センターで

　 の就業を希望する６０歳以上の方。

２ シルバー人材センターの会員でない方、

　 各地域のシルバー人材センターへの入会

　 が条件となります。

　技能講習内容・受講申し込み方法につきま

しては今後決定次第順次、新聞折込み広告や

ホームページ等にて公開していきます。

※詳しくは、お住まいの市町の各シルバー

　人材センターへお問合せください。

チエブクロー

① 高齢者の生活の安定、生きがいの

　 向上、健康の維持・増進

② 企業の人手不足の解消

③ 地域社会・経済の維持・発展等

あなたの生きがい、きっと、ここにあります

のために重要です。

　高齢化や労働力人口の減少が進行

する中、人手不足分野や現役世代を支

える分野での高齢者の就業の促進は、


